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大豆乾草の育成豚に対する栄養価について  

大島光昭，景山博行，中西耕拾，大野富美雄   

ルーサン，クローバー など，いわゆる豊科牧草の豚による利用性に関する研究は，曹村（1），著者ら（2～5），その他多  

くの研究者により行をわれてきた．しかしこれらの牧草は冷涼を気候を好むため，香川県のような暖地においては，  

夏期の収穫はほとんど期待できない．一方飼料作物の一つである背刈大豆は，もっとも暑い7，8月にかけて旺盛を  

生育を示す．   

よって今回は夏期の自給飼料確保の観点から背刈大豆乾草粉末の育成豚による利用性に関する実験を行凌い，若干  

の知見をえたので報告する．   

をお本報告の概要は，1975年4月開催の日本畜産学会第64回大会で口頭発表した．  

実験材料および方法   

1・供託書 本学部研究圃場に1974年6月10日に播種した静岡系黒千石種の背刈大豆（G如査乃β。SqメαSIE臥β才Zuccり  

Kurosengoku）を開花後期の同年9月3日に刈り取って供試した．   

2・乾草の調製 刈り取った大豆をただちにガラス室内に搬入し，天日による乾燥を行なった．茎部の乾燥には5  

日間を要したが，葉部は2日間で完全に乾いた．乾草は線度多く，見かけ上の品質は良好であった．Wileymi11で粉  

砕後，分析および飼料の調製に供した．   

3い 栄養価の測定 個別に代謝ケ・－ジに収容した平均体重27kgのランドレース豚4東を供試し，大豆乾草および  

Met，Lys，およびThrを2種類ずつ組み合はせて添加した大豆乾草を唯一Lの蛋白源とする4種類の飼料の栄養価  

を4×4のラテン方格法により測定した．飼料の分析，糞尿の採集および分析，および乾草成分の消化率，乾草中の  

全可消化養分（TDN），および粗蛋白質の生物価の静出は前報（5）のとおりに行をった．  

結果および考察  

供試乾草の－・般組成をTablelに示す．単を育刈のまま，または乾草として家畜に給与する場合の刈り取り適期  

は生育期から開花初期にかけでであるといわれ（6），そ・の時期の育刈大豆乾草の粗蛋白質および粗繊維含盈は，文献  

値（7）によれば，乾物当りそ・れぞれ19－20％および27－30％である．本実験に供試した乾草は開花後期のものであるが，  

Tablelに示した分析値と文献値（7）を比敬した結果も，この刈り取り時期の判定に誤りのないことを示した．   

供試乾草のアミノ酸組成をTable2に示す、大豆乾草のアミノ酸組成は前報（5）の天日乾燥コモンベッチと類似し  

ていたが，しかし昔科草の豚に対する第1制限アミノ酸である含硫アミノ酸含丑においては著しく優っていた．  

Table2lArninoacidcompositionofsoybean  
hayexhibitedaspercentageofamino  
acidnitrogenintotalnitrogen  Tablel・Chemicalcomposition of soybean  

hayondrymatter basis  
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大豆乾草を唯一・の蛋白質濾とする基礎飼料を調製した．その組成をTable3に示す。基礎飼料嘩与区，Metおよ  

びLys添加区，MetおよびThr・添加区，および，LysおよびThr添加区の4種の飼料区を設け，4東の豚を供試  

して，4×4のラテン方格法により栄養価の測定を行をった．Met は赤クローバ・－サ イレージの豚による試験結  

果（2）から豊科単に共通的な豚に対する第1制限アミノ酸であることが予想されたので添加した．MetとともにLys  

あるいはThr を添加したのは，これらのアミノ酸のいずれかが第2制限アミノ酸であると予測されたためである．  

すなわちTable4に示すように，大豆乾燥は豚のアミノ酸要求量（7）に対してMetについでLysが不足していた。  

Table4からみたThrの制限順位は4位であるが，さきの報告（8）において，ラットに対する赤クローーバー乾草粗  

Table4・・Comparisonofaminoacidrequlre－  
mentofgrowlngplgS（7）and essential  

amino acid composition of soybean  

hay  TableS. Composition of basal diet 

Require－ A  
Hay（A）＊         ment（B）＊  膏  

2
 
4
 
4
 
 

＊
 
0
 
0
 
8
 
0
 
7
 
5
 
4
 
 

．
 

3
 

Soybean hay 

Cornα－StaICh  

Sucrose  

Corn oil 

KH2PO4  

NaCI  

MgSO4・7H20  

Mineralmixture＊＊  

Vitaminmixture＊＊  

Cr20∂  

Crudeprotein  

2
 
6
 
5
 
2
 
【
ヽ
）
 
1
 
7
 
1
 
7
 
5
 
4
 
7
 
 

6
 
8
 
4
 
9
 
5
 
0
 
7
 
2
 
7
 
2
 
6
 
2
 
 

L
 
O
4
 
3
 

3‘1〉 018  
M
。
t
C
y
S
極
地
H
i
S
T
b
T
V
a
l
L
e
u
P
h
。
T
y
f
顆
壇
 
 

｝
 
 

バ
 
．
 4
 
ウ
J
 
L
 
2
 
3
 
3
 
3
 
 

O
 
q
）
一
4
 
4
《
 
■
つ
 
6
 
 

8
 
3
 
仇
 
L
 
 

■
1
 
ウ
J
 
 

ワ
れ
 
八
首
 
 

＊ Air＿dried basis．  

＊＊Previouspaper（乏）・  

＊Exprcsscdasgramsofamino acidper16g  

Ofnitrogenl   

蛋白質の生物価はMet添加により著しく向上したが，さらにLysおよびHisを添加しても添加効果はえられず，分  

析健からの制限順位が6位のTbrを上述の3柾のアミノ酸とともに添加することにより生物価が向上した．これら  

の事実にもとづいてLysおよびThrの添加を行なった．をお，HisおよびIleについても添加効果を検討すべきで  

あったが，乾草が不足したため実施することかできなかった… LysとThr・の組み合はせによる添加は栄養価の向上  

を期待したものではなく，他の添加区の対照とする目的で行なったものである．以上の飼料の栄養価を測定し，既  

報（3）の方法により＄，出した乾草成分のみの消化率，TDN，および粗蛋白質の生物価をTable5に示す．  

Table5．Nutritivevalue＊ofsoybeanhayfoIgrOWlngPlgS  
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まず消化率についてみると，粗蛋白質の消化率はMetおよびLys，おるいはMetおよびThrの添加により有  

意に向上した．，LysおよびThr・の添加は有意の向上を示さをかったところから，この向上はMetの添加効果と考  

えられ，同様の傾向が赤クローバーイレー・ジ（2）およびルーサンサイレージ（8）による実験でもえられている．．すい臓  

中の蛋白質分解酵素は他の体組織蛋白質よりも含硫アミノ酸に富むところから（8），大豆乾草のみでは十分な酵素合成  

を行ないえず，Metの添加により合成が促進され消化力が向上したのかも知れない．黄白質以外の一L般成分の消化  

率には有意差は認められをかった－．TDNは：粗蛋白質の消化率を反映しでアミノ酸無添加区がもっとも低かったが，  

他の区との間に有意差は認められなかった‖   

大豆乾草は，前報（5）の赤クローバー乾草およびコモンベッチ乾草よりも，著しく高い豚に対する粗蛋白質の坐物  

価を示した．この差は第1制限アミノ酸であるMet含虞の差よりも大きいが，同様の傾向は前報（5）の赤クロ・－バー  

乾草とコモンベッチ乾草の間にもみられており，またEvANSandBANDEMERも加熱した6種の油実蛋白質について，  

含硫アミノ酸合意にはあまり差がないにもかかわらず，これらを給与したラットの生長は著しく異なり，0．21・・－・－0り3％  

のMetを添加することによりほほ同じ生長を示すことを報告しているところから，第1制限アミノ酸含盈以外の要  

因が蛋白質の利用性に関与していることが考えられた。MetおよびLysあるいはMetおよびThrを添加すること  

により大豆乾車の生物価は著しく向上したが，両添加区の問に有意差は認められなかったいこれらの結果Metが大豆  

乾草の豚に対する第1制限アミノ酸であることは明らかであるが，第2制限アミノ酸を明らかにすることはできな  

かった．すなわちLysおよびThrとも，単独では第2制限アミノ酸ではなく，もし第2制限アミノ酸であるとして  

もほぼ同程度に不足おるアミノ酸が他に存在することを示している。Table4の，豚のアミノ酸要求丑と大豆乾草の  

アミノ酸組成の比較からは，IleおよびHisも第2制限アミノ酸である可能性があり，今後これらのアミノ酸の添加  

試験をも行をう必要があろう”なお，HENRYandFoRD（10）は，牧草蛋白質抽出物にMetを添加することによりラッ  

トに対する生物価は著しく向上するが，さらにLysあるいはIleを添加しても添加効果はえ．られないことを示して  

いる．著者の一人（11）も，赤クローバー蛋白質抽出物のラットに対する生物価はMetの添加により向上するが，さ  

らにLys，His，Val，Thr・，あるいはTr・pを個々にMetとともに添加しても，これらのアミノ酸の添加効果は認められ  

ないことを，すでに報告した．  

要  約   

育成廊に対する天日乾燥した背刈大豆の良質乾草の各成分消化率，TDN含遺，および姐蛋白質の生物価を測定す  

るとともに，7■ミノ酸の添加がこれらの価におよぼす影響について検討した．   

大豆乾草を単一倭白質源とする粗蛋白質含量6％の飼料に風乾物当り0．1％のMetを添加することにより，粗蛋白  

質の真の消化率は有意に向上した．．しかし他の成分の消化率およびTDNには有意差は認められをかった．   

大豆乾草粗蛋白質の豚に対する生物価は約65であったが，Metの添加により83以上に向上することが判った．   

LysおよびThrのいずれも，単独では豚に対する第2制限アミノ酸ではなかった．  
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NUTRITIVE VALUE OF SOYBEAN HAY FOR GROWING PIGS  

MitsuakiOHSHIMA，HiroyukiKAGEYAMA，KqjiNAKANISHI，  

and万一umio OHNO  

SⅦmmary   

Thenutritivevalueofasuncuredsoybeanhayofg00dqualitywasdeterminedonthedigeS－  
tibilityofeachcomponents，TDNcontent，andthebiologicalvalueofcrudeproteinuslngPlgS  

Weighingabout27kg・PigSWerefもdlkgofadietcontalnlngthehayasasoleproteinsource  

and6％crudeproteinaday・   

Thctruedigestibilityofcrudeprotein丘Omthehaywassigni丘cantlyimprovedbutthedigeS－  

tibilitiesofothcrcomponentsandTDNcontentofthehaywer・enOtimprovedbyadding0．1％  

methionine to thediet．   

Thebiologicalvalueofcrudeproteinfiom the haywassigni負cantlyimproved丘om about  

65to more than83bythe addition ofmethionine”Supplementation ofthe diet contalnlng  

addedmethioninewithlysineor thrconinewasnotbeneacialfbrthebiologicalvalue，thereby  
SuggeStlngthatlysine and threonine maynotbe thesecondarylimltlng amino acid ormore  

thantwoaminoacidsincludinglysineandthreoninemaybethesecondarylimltlngOneSOfthe  

hayforgrOWlngPlgS．  

（1975年10月31日 受理）   
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